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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第143期

第３四半期連結
累計期間

第144期
第３四半期連結
累計期間

第143期
第３四半期連結
会計期間

第144期
第３四半期連結
会計期間

第143期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

営業収入（千円） 30,076,65127,354,61910,518,0798,946,86440,021,579

経常利益（千円） 955,4771,141,419436,659 315,2401,367,284

四半期（当期）純利益（千円） 639,244 456,969 298,269 2,336 985,071

純資産額（千円） － － 11,852,96812,536,52012,360,203

総資産額（千円） － － 26,222,19624,818,01926,179,932

１株当たり純資産額（円） － － 409.74 432.14 426.04

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
22.13 15.82 10.33 0.08 34.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 45.1 50.3 47.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,972,9592,276,491 － － △1,183,466

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△351,976△720,761 － － △197,556

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,650,770△906,764 － － 558,769

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,216,5972,720,1742,077,360

従業員数（人） － － 1,041 1,011 1,016

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 1,011 (269)　

　（注）従業員は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

　　　を含む）であります。臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第３四半期連結会計期間の平均人数を

　　　（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 288  (44)

（注）従業員は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であります。

　　臨時雇用者数（派遣社員を含む）については、当第３四半期会計期間の平均人数を（　）外数で記載しており

　　ます。
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第２【事業の状況】

１【営業の状況】

営業実績

　当第３四半期連結会計期間の営業実績は、次のとおりであります。

(イ）営業収入

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

港湾事業（千円） 3,762,802　 2.4　　

物流事業（千円） 3,044,336 △9.9　

プラント事業（千円） 2,058,884　 △39.4

不動産・その他事業（千円） 80,839　 21.0　

計（千円） 8,946,864　 △15.0

　（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(ロ）主要顧客別営業状況

相 手 先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金　　　額（千円） 割　　　合（％） 金　　　額（千円） 割　　　合（％）

㈱商船三井 1,803,246　 17.1　 1,675,086　 18.7　

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当社は、平成22年12月10日開催の取締役会において、平成23年４月１日を効力発生日として国際コンテナターミナ

ル株式会社を吸収合併することを決議するとともに、同日、合併契約を締結いたしました。概要は、「第５  経理の状

況  １  四半期連結財務諸表  追加情報」に記載のとおりであります。　

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間における世界経済は中国を中心としたアジアで好調を維持し、米国でも緩やかな景気回

復が続きました。わが国につきましては世界経済の回復や政府による景気対策の効果に支えられ、生産や輸出が増加

するなど、短期的には回復をみせましたが、円高の影響や政府の景気刺激策が一巡し、設備投資も低迷傾向にあるため

景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　このような環境の下、当社グループの総力をあげて営業活動を展開した結果、セグメント別の業績は次のとおりと

なりました。

    　

上段：営業収入　下段：営業損益                                                              　（百万円）

　

セグメントの状況

前第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日）

増減額 増減率

　港湾事業　
3,675 3,762　 87　 2.4%　

116 179　 62　 54.1%

　物流事業　
3,377　 3,044　 △333 △9.9%　

56 63　 7 13.4%　

　プラント事業
3,397 2,058　 △1,338 △39.4%　

259 29　 △230 △88.9%　

　不動産・その他事業
66 80　 14 21.0%　

9 16　 6　 71.4%　

　

①港湾事業

  当社の港湾事業の基盤である京浜港では世界景気の動向を背景に荷動きが順調に回復いたしました。当社の取扱い

につきましても荷動きの回復を受け、コンテナは安定的に推移し、また車輌および建設機械がそれぞれ順調に増加し

たため、前年同期に比べ営業収入、営業利益ともに増加いたしました。

　

②物流事業

  物流事業につきましては経済の回復を背景として輸出入貨物の取扱量が順調に回復いたしましたが、海上輸送関連

収入が当連結会計期間に予定されていた大型案件が遅延したこと等により前年同期に比べ低調に推移いたしました

た

め、営業収入は前年同期比減収となりましたが、営業利益はコスト削減諸施策等の効果により前年同期並みとなりま

した。

　

③プラント事業

　国内において民間設備投資は持ち直しているものの、公共投資が低調に推移するなど厳しい事業環境となっており、

国内外において電力関連およびその他の一般工事の各分野で幅広く受注を努めましたが、国内外の大型工事が一段落

し端境期に入ったことより、営業収入、営業利益とも前年同期に比べ大きく減少いたしました。

　

④不動産・その他事業

　前年において一部テナントが退去しましたが、新規テナントを誘致し入居率が改善したことにより前年同期に比べ

営業収入、営業利益ともに増加いたしました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は27億２千万円となり、第２四半期連結会計期間

末から10億４千１百万円増加いたしました。

　　営業活動によるキャッシュ・フローは12億５千５百万円の収入（前年同期は５億１千５百万円の支出）となりま

した。これは、減価償却費２億６千４百万円、減損損失２億３千３百万円、営業債権の減少額９億５千２百万円及び

法人税等の支払額１億６千７百万円によるものであります。

　　投資活動によるキャッシュ・フローは４億２千３百万円の支出（前年同期は７千７百万円の支出）となりました。

これは、有形固定資産の取得による支出４億１千９百万円、貸付けによる支出１億３千１百万円及び貸付金の回収

による収入１億２千６百万円によるものであります。

　　財務活動によるキャッシュ・フローは２億８百万円の収入（前年同期は11億６千１百万円の収入）となりました。

これは、短期借入金の増加額２億７千８百万円、長期借入れによる収入１億３千５百万円、長期借入金の返済による

支出１億７千７百万円及びファイナンス・リース債務の返済による支出２千７百万円によるものであります。

 

（3）対処すべき課題

    当第３四半期連結会計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　  該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な売却計画は次のとおりであります。

セグメントの名称 所在地 設備の内容
帳簿価額
（千円）

物流事業 北海道恵庭市 土地及び建物等 89,279　

不動産・その他事業 福岡県北九州市 土地及び建物等 303,179　

　（注）　上記設備につきましては、売却損相当額を減損損失として計上しており、帳簿価額は減損後の金額であり

ます。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 29,106,000 29,106,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 29,106,000 29,106,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年10月1日～

平成22年12月31日
－ 29,106,000 － 1,455,300 － 330,659

（６）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間における大株主の状況については、臨時株主総会招集の基準日（平成22年12月26日）

現在の株主名簿において異動はありません。また、平成22年12月27日以降は、大量保有報告書等の写しの送付等

がなく、大株主の異動は把握しておりません。　
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、臨時株主総会招集の基準日（平成22年12月26日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

　 平成22年12月26日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式     217,900 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式  28,876,600 288,766 －

単元未満株式  普通株式      11,500 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 29,106,000 － －

総株主の議決権 － 288,766 －

　

②【自己株式等】

　 平成22年12月26日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天

通６丁目85番地
217,900   －  217,900  0.75  

計 － 217,900   －  217,900  0.75  
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月

最高（円） 290 282 264 245 238 229 223 229 249

最低（円） 263 228 230 220 210 212 208 207 221

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成22

年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。 　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,720,174 2,077,360

受取手形及び営業未収入金 ※3
 8,170,717 8,492,827

貯蔵品 8,114 9,019

繰延税金資産 166,287 256,174

その他 437,094 1,933,579

貸倒引当金 △21,268 △23,376

流動資産合計 11,481,119 12,745,585

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,123,000 5,271,907

機械装置及び運搬具（純額） 647,642 549,119

工具、器具及び備品（純額） 111,426 116,112

土地 2,420,938 2,605,385

リース資産（純額） 307,602 264,784

建設仮勘定 79,423 40,857

有形固定資産合計 ※1
 8,690,034

※1
 8,848,166

無形固定資産

その他 1,279,381 1,244,514

無形固定資産合計 1,279,381 1,244,514

投資その他の資産

投資有価証券 1,426,226 1,593,822

繰延税金資産 840,805 676,269

その他 1,104,134 1,095,156

貸倒引当金 △3,681 △23,581

投資その他の資産合計 3,367,484 3,341,666

固定資産合計 13,336,899 13,434,347

資産合計 24,818,019 26,179,932
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,366,501 3,523,145

短期借入金 2,699,731 3,041,336

1年内返済予定の長期借入金 711,296 836,296

リース債務 108,017 78,341

未払法人税等 200,748 207,229

繰延税金負債 1,050 1,536

未払費用 251,111 294,344

賞与引当金 200,201 436,503

役員賞与引当金 19,300 21,714

資産除去債務 6,220 －

その他 605,516 1,058,696

流動負債合計 8,169,694 9,499,143

固定負債

長期借入金 1,070,392 1,325,040

リース債務 267,673 203,001

繰延税金負債 22,271 22,972

退職給付引当金 2,365,296 2,435,517

役員退職慰労引当金 150,295 146,725

関係会社整理損失引当金 14,608 －

資産除去債務 26,003 －

その他 195,265 187,329

固定負債合計 4,111,804 4,320,585

負債合計 12,281,499 13,819,729

純資産の部

株主資本

資本金 1,455,300 1,455,300

資本剰余金 330,693 330,693

利益剰余金 10,528,833 10,187,416

自己株式 △33,667 △33,638

株主資本合計 12,281,159 11,939,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 429,050 523,795

為替換算調整勘定 △226,483 △156,158

評価・換算差額等合計 202,567 367,637

少数株主持分 52,793 52,793

純資産合計 12,536,520 12,360,203

負債純資産合計 24,818,019 26,179,932
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業収入 30,076,651 27,354,619

営業費用 25,230,035 22,333,470

営業総利益 4,846,615 5,021,149

販売費及び一般管理費 ※1
 3,901,068

※1
 3,968,031

営業利益 945,547 1,053,117

営業外収益

受取利息 8,065 10,219

受取配当金 13,530 26,511

負ののれん償却額 10,884 －

持分法による投資利益 － 10,124

受取賃貸料 － 30,087

その他 65,240 66,490

営業外収益合計 97,720 143,432

営業外費用

支払利息 59,074 43,400

持分法による投資損失 966 －

その他 27,749 11,729

営業外費用合計 87,790 55,130

経常利益 955,477 1,141,419

特別利益

固定資産売却益 37,434 11,062

特別利益合計 37,434 11,062

特別損失

固定資産除売却損 5,396 25,659

ゴルフ会員権売却損 － 5,457

ゴルフ会員権評価損 － 6,742

減損損失 － ※2
 233,830

関係会社整理損失引当金繰入額 － 14,608

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,260

その他 － 65,533

特別損失合計 5,396 363,092

税金等調整前四半期純利益 987,515 789,389

法人税、住民税及び事業税 175,766 344,440

法人税等調整額 172,503 △12,020

法人税等合計 348,270 332,419

少数株主損益調整前四半期純利益 － 456,969

四半期純利益 639,244 456,969
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

営業収入 10,518,079 8,946,864

営業費用 8,813,831 7,357,303

営業総利益 1,704,247 1,589,560

販売費及び一般管理費 ※1
 1,262,599

※1
 1,301,099

営業利益 441,648 288,461

営業外収益

受取利息 5,057 3,614

受取配当金 6,419 13,558

持分法による投資利益 1,926 2,439

受取賃貸料 － 10,893

その他 21,794 11,108

営業外収益合計 35,198 41,612

営業外費用

支払利息 23,588 12,776

その他 16,598 2,057

営業外費用合計 40,186 14,833

経常利益 436,659 315,240

特別利益

固定資産売却益 1,287 9,353

特別利益合計 1,287 9,353

特別損失

固定資産除売却損 2,569 16,915

ゴルフ会員権売却損 － 5,457

ゴルフ会員権評価損 － 800

減損損失 － ※2
 233,830

その他 － 55,108

特別損失合計 2,569 312,112

税金等調整前四半期純利益 435,377 12,481

法人税、住民税及び事業税 43,478 75,494

法人税等調整額 93,628 △65,349

法人税等合計 137,107 10,144

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,336

四半期純利益 298,269 2,336
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 987,515 789,389

減価償却費 714,721 740,866

減損損失 － 233,830

負ののれん償却額 △10,884 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △151,008 △70,220

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,741 3,570

賞与引当金の増減額（△は減少） △416,028 △236,302

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △43,700 △2,414

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,104 △22,006

ゴルフ会員権評価損 － 6,742

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － 5,457

受取利息及び受取配当金 △21,596 △36,730

支払利息 59,074 43,400

持分法による投資損益（△は益） 966 △10,124

固定資産除売却損益（△は益） △32,037 14,596

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － 14,608

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,260

営業債権の増減額（△は増加） △2,786,390 △282,827

営業債務の増減額（△は減少） 456,848 1,244,050

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,218 △36,376

その他の資産の増減額（△は増加） 36,707 10,607

その他の負債の増減額（△は減少） △120,811 41,308

その他 △420 41,348

小計 △1,298,980 2,504,035

利息及び配当金の受取額 36,443 43,064

利息の支払額 △57,079 △39,750

法人税等の支払額 △653,343 △230,858

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,972,959 2,276,491

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △768,539 △676,629

有形固定資産の売却による収入 445,512 23,116

投資有価証券の取得による支出 △200,000 －

投資有価証券の売却による収入 － 9,700

定期預金の払戻による収入 5,528 －

貸付けによる支出 △64,516 △904,361

貸付金の回収による収入 241,031 860,742

その他の支出 △22,281 △89,326

その他の収入 11,289 55,998

投資活動によるキャッシュ・フロー △351,976 △720,761
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,123,363 △337,965

長期借入れによる収入 700,000 270,000

長期借入金の返済による支出 △899,588 △649,648

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △43,041 △74,422

配当金の支払額 △229,957 △114,698

その他 △6 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,650,770 △906,764

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,600 △6,150

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △671,565 642,814

現金及び現金同等物の期首残高 2,888,162 2,077,360

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,216,597

※
 2,720,174
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1)　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関す

る会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

(2)「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会

社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計

基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当

面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10

日）を適用しております。

　　これによる当第３四半期連結累計期間の経常利益及び

税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除
項目を重要なものに限定する方法によっております。
　繰延税金資産の回収可能性に関しては、前連結会計年度末の検討におい
て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに、前連結会計年
度末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によっ
ております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】
　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　（合併）

　　当社は、平成22年12月10日開催の取締役会において、平成23年４月１日を効力発生日として国際コンテナターミナル

株式会社を吸収合併することを決議し、同日、合併契約を締結いたしました。

　

　１.対象となった事業の名称及びその事業の内容
　事業の名称　　国際コンテナターミナル株式会社
　事業の内容　　港湾運送事業　他

　２.企業結合日
　平成23年４月１日（予定）

　３.企業結合の法的形式
　当社を存続会社とする吸収合併

　４.結合後企業の名称
　株式会社宇徳

　５.合併に係る割当の内容
　国際コンテナターミナルの普通株式１株に対し、当社の普通株式1.04株を割り当てます。本合併により発行
する当社の普通株式の新株式数は14,342,099株（予定）になります。また、当社が保有する自己株式（平成
22年12月26日現在：217,901株）を本合併による株式の割当てに充当します。ただし、合併比率は、算定の基
礎となる諸条件に重大な変更が生じた場合は、両社協議の上、変更することがあります。

　６.その他取引の概要に関する事項
港湾運送事業に加えてプラント工事、倉庫・物流、陸上輸送等、幅広い事業領域を持つ当社と、コンテナター
ミナル関連事業に強みをもつ国際コンテナターミナル株式会社が合併することにより、事業内容的にも事業
規模的にも充実した総合港湾運送事業会社が誕生します。本合併により充実した経営資源とより広範になる
サービスメニューを有効活用して積極的な事業展開を行い、港湾運送事業に加え、物流事業とプラント事業に
ついても多方面の顧客に評価されるサービス品質の向上を通じて飛躍、発展させ、企業価値の極大化を目指し
ます。　

　７.実施する会計処理の概要
　本合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計
基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基
づき、共通支配下の取引として会計処理を行う予定であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、19,087,367千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、18,578,080千円

であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター 704,700千円

㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた

連帯保証債務総額は、15,100,200千円であります。

　２．保証債務

次の会社の金融機関借入金について保証をしており

ます。

㈱ワールド流通センター 783,800千円

㈱ワールド流通センターに対する保証債務金額は、

当社負担金額を記載しており、他社負担額を含めた

連帯保証債務総額は、16,796,800千円であります。

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は、手

形交換日をもって決済処理しております。なお、当第３

四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であった

ため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が当第３

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

受取手形 11,194千円　

　　　　　　　　　　──────

　　　　　　

 

（四半期連結損益計算書関係）
 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与 1,892,822千円

賞与引当金繰入額 105,096千円

役員賞与引当金繰入額 7,450千円

退職給付費用 141,694千円

役員退職慰労引当金繰入額 35,993千円

減価償却費 76,141千円

貸倒引当金繰入額 2,104千円

給与 1,884,732千円

賞与引当金繰入額 125,219千円

役員賞与引当金繰入額 19,300千円

退職給付費用 157,109千円

役員退職慰労引当金繰入額 41,810千円

減価償却費 87,043千円

貸倒引当金繰入額 8,237千円

　　　　　　　　　　　─────　　　　 ※２．減損損失

　　　 当連結累計期間において、当社グループは以下の資

産グループについて減損損失を計上しました

　 用途 場所 種類 金額

売却予定資産
福岡県北九州
市

土地及び建物
等

205,167千円

売却予定資産
　

北海道恵庭市
　

土地及び建物
等　

28,663千円

　
　 当社グループは、管理会計上の区分を考慮してグ

ルーピングをしております。上記資産については、
売却の意思決定を行ったことに伴い、個別物件単位
にグルーピングを変更いたしました。
上記売却予定資産については、帳簿価格に比べ売却
予定額が低いことから、資産グループの帳簿価格を
回収可能価額まで減額し、福岡県北九州市の売却予
定資産については、当該減少額205,167千円（内訳
は、土地197,834千円、建物3,797千円及びその他
3,534千円）を、北海道恵庭市の売却予定資産につ
いては、当該減少額28,663千円（内訳は、土地
19,732千円、建物8,900千円及びその他31千円）を
減損損失として特別損失に計上しました。

　 なお、回収可能価額につきましては正味売却価額に
より測定しており、売却予定額に基づき算出してお
ります。
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与 760,734千円

賞与引当金繰入額 △112,710千円

役員賞与引当金繰入額 1,200千円

退職給付費用 48,639千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,866千円

減価償却費 25,737千円

　 　

給与 759,578千円

賞与引当金繰入額 △85,645千円

役員賞与引当金繰入額 7,600千円

退職給付費用 51,758千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,246千円

減価償却費 37,550千円

貸倒引当金繰入額 △4,163千円

　　　　　　　　　　　─────　　　　 ※２．減損損失

　　　 当連結会計期間において、当社は以下の資産グルー

プについて減損損失を計上しました

　 用途 場所 種類 金額

売却予定資産
福岡県北九州
市

土地及び建物
等

205,167千円

売却予定資産
　

北海道恵庭市
　

土地及び建物
等　

28,663千円

　
　 当社グループは、管理会計上の区分を考慮してグ

ルーピングをしております。上記資産については、
売却の意思決定を行ったことに伴い、個別物件単位
にグルーピングを変更いたしました。
上記売却予定資産については、帳簿価格に比べ売却
予定額が低いことから、資産グループの帳簿価格を
回収可能価額まで減額し、福岡県北九州市の売却予
定資産については、当該減少額205,167千円（内訳
は、土地197,834千円、建物3,797千円及びその他
3,534千円）を、北海道恵庭市の売却予定資産につ
いては、当該減少額28,663千円（内訳は、土地
19,732千円、建物8,900千円及びその他31千円）を
減損損失として特別損失に計上しました。

　 なお、回収可能価額につきましては正味売却価額に
より測定しており、売却予定額に基づき算出してお
ります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,216,597

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 2,216,597

　

 （千円）

現金及び預金勘定 2,720,174

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 2,720,174

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年

12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 29,106千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 217千株

　３．配当に関する事項

 配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 115,552 4.0 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

 

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業収

入
3,675,612　 3,377,975　 3,397,667　 66,824　 10,518,079　 － 10,518,079　

(2）セグメント間の内部営業

収入又は振替高
149,576　 116,165　 2,104　 27,827　 295,673(295,673) －

計 3,825,189　 3,494,140　　 3,399,771　 94,652　 10,813,753　 (295,673)10,518,079　

営業利益 116,332　 56,030　 259,586　 9,698　 441,648　 － 441,648　

　

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　
港湾事業
(千円)

物流事業
(千円)

プラント事業
(千円)

不動産・その
他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

営業収入        

(1）外部顧客に対する営業収

入
10,234,3129,827,201　 9,779,494　 235,642　 30,076,651　 － 30,076,651　

(2）セグメント間の内部営業

収入又は振替高
450,663　 309,407　 10,220　 84,984　 855,275　 (855,275) －

計 10,684,976　 10,136,608　　 9,789,715　 320,62630,931,927　 (855,275)30,076,651　

営業利益 90,526　 220,884　 613,237　 20,898　 945,547　 － 945,547　

　（注）１．事業区分の方法：事業区分は連結会社の事業活動における業務の種類・性質及び役務の提供方法の類似性を

勘案し、区分しております。

２．各事業区分に属する主要な内容

港湾事業　　　　　：港湾荷役作業、ターミナル作業、港湾関連作業

物流事業　　　　　：物流貨物の輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業

プラント事業　　　：大型機械等の輸送据付、保繕作業、構内作業

不動産・その他事業：不動産賃貸業及びその他事業
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【所在地別セグメント情報】

　　

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 8,635,839　 1,592,723　 289,515　 10,518,079　 － 10,518,079

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
46,385　 1,724　 43,603　 91,712　 (91,712) －

計 8,682,224　 1,594,447　 333,118　 10,609,791　 (91,712)10,518,079　

営業利益 236,670　 197,493　 7,484　 441,648　 － 441,648　

　

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収入       

(1）外部顧客に対する営業収入 24,975,660　 4,599,143　 501,847　 30,076,651　 － 30,076,651　

(2）セグメント間の内部営業収入又は

振替高
476,838　 10,250　 84,520　 571,608　 (571,608) －

計 25,452,498　 4,609,393　 586,367　 30,648,259　 (571,608)30,076,651　

営業利益 477,918466,106　 1,522　 945,547　 － 945,547　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア　　

　　　　　　米国　　……　米国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

【海外売上高】

　

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 1,592,723 289,515　 1,882,239　

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 10,518,079　

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

15.1　 2.8　 17.9　

　

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）
 アジア 米国 計

Ⅰ　海外営業収入　（千円） 4,599,143　 501,847　 5,100,990

Ⅱ　連結営業収入　（千円） － － 30,076,651　

Ⅲ　連結営業収入に占める海外営業収入の割
合　（％）

15.3 1.7 17.0　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　　　　２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　アジア　……　シンガポール、タイ、マレーシア

　米国　　……　米国

　　　　３．海外営業収入は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における営業収入であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自平

成22年10月１日　至平成22年12月31日）

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社及び連結子会社の構成単位に分類された財務諸表に基づき、事業活動別のセグメントから構

成され、「港湾事業」、「物流事業」、「プラント事業」及び「不動産・その他事業」の４つを報告セグメントとして

おります。

「港湾事業」は、港湾荷役作業、ターミナル作業及び港湾関連作業を行っております。「物流事業」は、物流貨物の

輸送及び取扱業、貨物保管荷捌及び取扱業を行っております。「プラント事業」は、大型機械等の輸送据付、保繕作業

及び構内作業を行っております。「不動産・その他事業」は、不動産賃貸業及びその他事業を行っております。
　
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 港湾事業 物流事業 プラント事業

不動産・その

他事業
計

営業収入  　   　    

外部顧客への営業収入 11,388,919　 9,314,900　 6,430,501　 220,299　 27,354,619　 － 27,354,619　

セグメント間の内部営業収

入又は振替高
480,465　 313,530　 9,169　 62,643　 865,809　 (865,809)　 －

計 11,869,384　 9,628,431　 6,439,670　 282,943　 28,220,429　 (865,809)　 27,354,619

   セグメント利益 779,262　 166,774　 179,809　 15,574　 1,141,419　 －　 1,141,419　

　
（注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
 港湾事業 物流事業 プラント事業

不動産・その

他事業
計

営業収入        

外部顧客への営業収入 3,762,8023,044,336　 2,058,884　 80,839　 8,946,864　 － 8,946,864　

セグメント間の内部営業収

入又は振替高
175,097　 97,664　 6,659　 19,194　 298,614　 (298,614)　 －

計 3,937,899　 3,142,001　 2,065,544　 100,033　 9,245,479　 (298,614)　 8,946,864　

   セグメント利益 209,27250,555　 38,137　 13,246　 311,212　 4,027 315,240　

　
（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社収益及び全社費用4,027千円が含まれ

ております。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

（固定資産に係る重要な減損損失）

「物流事業」及び「不動産・その他事業」セグメントにおいて、売却の意思決定をした資産について帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。なお、当該減損損失の計上額

は、当第３四半期連結会計期間においては、それぞれ28,663千円及び205,167千円であります。
　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 432.14円 １株当たり純資産額 426.04円

２．１株当たり四半期純利益金額

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額      22.13円      15.82円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載してお

りません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載してお

りません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 639,244 456,969

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 639,244 456,969

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   　 10.33円   　 0.08円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額

　なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載してお

りません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため記載してお

りません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 298,269 2,336

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 298,269 2,336

期中平均株式数（千株） 28,888 28,888

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 22年 2月 12日

株式会社宇徳

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 23年 2月 14日

株式会社宇徳

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浜村　和則　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　茂盛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社宇徳の平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社宇徳及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　追加情報に記載されているとおり、会社は平成22年12月10日開催の取締役会において、平成23年４月１日を効力発生日と

して国際コンテナターミナル株式会社を吸収合併することを決議し、同日、合併契約を締結した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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